
こんにちは。アース製薬の川端です。

新型コロナウイルス感染症は変異株によって流行が拡大し収束が見通せず、まだまだ社会全体が通常に
は戻りません。2020年12月期の業績説明時（2021年2月時点）には「次期の半期においては状況が
少しでも好転しているのではないか」と期待をしておりましたが、現時点ではそこまでには至っていないという状
況でございます。
そのような中、皆様には大変なご支援をいただいておりますこと、改めまして冒頭に深く感謝申し上げます。
ありがとうございます。

それでは説明に入りたいと思います。









2Qの業績ハイライトについてです。

四半期ごとに決算を開示しており、まだ半期が終了した段階です。下期が残ってはおりますが、通年の業績
において当社にとって一番ボリュームが大きい2Q終了時点で、売上高・各段階利益で過去最高業績を出
すことができました。後ほど要因についてご説明いたします。



四半期ごとの業績についてです。

現在、構造改革を進めている段階において、四半期ごとに利益と販管費をコントロールすることが一番の目
的でございます。当社の商品は季節性があるため、四半期ごとでまばらになります。しっかりと4Qまで商品の
動向などを見極めながら、経費コントロールを行い、通期を終えることができるようにしたいと考えています。
着実に利益を生み出せる体制になってきているかと感じています。



部門別の売上高についてです。

その他日用品とペット用品・他は計画に対して若干下振れていますが、おおむね順調に推移しております。
今となってはニューノーマルがノーマル化しており、このことが当社の事業には非常に追い風となっていることが
見てとれるかと思います。



国内の虫ケア用品の市場についてです。

日々、マーケットの状況を注視しておりますが、昨年は新型コロナウイルスの影響を受け、虫ケア用品市場
の動向が不透明な状況でした。結果的には在宅時間の⾧期化が後押しとなり、市場にプラスの影響をも
たらしました。今年はその状況が継続しております。この半期までは昨年度とほぼ同水準で推移しています。
大きなへこみが無い状況で推移しているのは、非常に期待が持てる、あるいは手応えがある状況になると考
えています。



国内の入浴剤市場の状況です。

こちらについても、世の中の状況を反映しており、在宅時間が増える中で今期も順調に伸びています。伸び
ているというよりも、この状況が定着化してきていると考えられます。

国内の虫ケア用品市場と入浴剤市場については、当社グループの主要事業が属する市場となりますので、
市場の状況をご理解いただきたいと考え、ご説明いたしました。



中計の最重要事項である海外事業についてです。

海外は日本以上に新型コロナウイルスの影響を受けている状況です。海外への展開を始めて以降、投資
を含め構造改革を積極的に進めている最中にあり、今期も当社グループに対しては、現時点までは非常に
良い実績で成⾧しています。海外事業については取り組み半ばですので、これからもアクセルを踏んでいきた
いと考えております。
利益もようやく投資フェーズから回収フェーズへ移ったという段階です。さらに、当社グループ全体の業績を押
し上げるような部門として取り組んでいきたいと考えております。





営業利益の変動要因についてです。

計画に対する変動要因をご説明しておりますが、結論から申し上げますと売上総利益が上振れ、更に販
管費の抑制によるプラス効果により、営業利益は計画に対して24.6億円の上振れとなりました。



続いては、2021年12月期の業績見通しについてです。



下期は、様々な取り組みがございます。上期に販売した虫ケア用品の返品期間にあたりますので、返品の
施策を推進するとともに、販売面においても年間を通していかに商品を販売していくかという観点から、今下
期も多くの新製品をローンチする予定となっています。新製品は期初計画には盛り込んでいませんので、少
なからず業績へプラスに寄与するのではないかと考えています。もちろん、その中で商品を育てながらマーケッ
トに貢献できることを目指しておりますので、下期も積極的に展開していきます。



国内虫ケア用品の返品についてです。

返品については、虫ケア用品のトップメーカーとして過年度より取り組んでいます。昨年度は5％を切るという、
高いレベルの返品率となりました。今期についても横ばい程度の水準を維持できるのではないかと計画を立
てております。この点については、当社の持ちうる仕組みとともに各流通と取り組んでいる段階でございます。
昨年並みの返品率を維持することを目標とし、その目標に向け、現状は進めている状況です。



2021年7月28日に通期業績予想の上方修正を開示しております。
（https://corp.earth.jp/jp/news/2021/pdf/20210728-01.pdf）

期初計画よりも売上、営業利益、最終利益は上振れる予定で今期は着地できると思っております。見込
んでいる結果は、修正計画値を最低ラインと捉え、より高い水準を狙っていきたいと考えています。高い水
準が見えてくれば、3Qまたは4Q期間の中で適時開示を行いたいと思います。



ここからは今後の取り組み、経営の方向性についてご説明いたします。



こちらは中計の内容です。
現状はこの中計に沿って、全ての経営を進めております。



収益構造の改革を推進している中で、現在どこに主眼を置いて取り組んでいるかについてご説明します。

新製品については、新市場を創造する目的とともに、ローンチに向けた会議においてモノサシの再定義を
行ってきています。つまり、これら取り組みにより、商品は利益が見込めるようになっており、また、同時に低
採算SKUを削減することで、収益構造を変革させてきています。

（当社の業績は）気候によって若干の変動がございます。数字の見える化の中で、随時、販管費がコント
ロールできる体制を整備し、リアルタイムで打ち手を講じることができる仕組みとなってきており、今後は精度
を上げていきたいと考えています。



過去、当社の収益構造はアース製薬単体が利益を創出し、グループ連結では他のグループ会社がその利
益を棄損するという状況になっていました。連結企業であることを考えると、アース製薬単体の利益に他のグ
ループ会社の利益が上乗せされるという状況でなければ意味がありません。
道半ばではありますが、昨年度から数値に表れるようになりました。アース製薬単体の利益にグループ会社
の利益が追加され、今後もグループ会社が利益の構成比を上げて貢献し、連結着地が伸びるという構造
となっておりますので、引き続き取り組んでまいりたいと思います。



ESGとSDGsについてです。

CSVを掲げて取り組んでいる中で、より深掘りしていく、つまり、自社の事業が地球環境に対してどのような
貢献ができるのかといった点を含めて社員にも理解してもらうことを考えています。無理やりやるのではなく、
自発的に理解してもらうことで、当社グループ自体が成⾧していくということを見える化していくことが大事だと
考えております。
そこに合わす、一つのタイムロジックとしてESGやSDGsがあると思っております。
伝えていく力を強化しながら、個々の数字について深掘りしていきたいという考えも込めて、サステナビリティの
推進体制を強化してまいります。早速ですが、経営層がリーダーシップをとることを鮮明にするため、ワーキン
ググループとしていたものを役員が参加した推進委員会として立ち上げました。

これから、こうした分野についての取り組みはますます進めていく必要があり、進めることが重要だと考え、当
社グループの方向性として今回ご説明させていただきました。



2015年からガバナンス改革をスタートし、社外取締役の人数の増加、役員の任期の短縮などを進め、毎
年、着実にガバナンスについての取り組みを進めています。
現状がゴールではありません。プライム市場への移行を目指していますが、これが無くても本来ガバナンスで
はやらなければならないことがございます。引き続き、ガバナンスについても強化していきたいと思っております。

このような点も評価されて、外部機関のランキングにランクインすることができました。順位を上げることが目標
ではありませんが、有益な指標となり、外からの評価も参考にしながら経営を進めてまいります。



フリーキャッシュフローを厚くしたいと考えています。
2018年度までは赤字となっており、稼ぐ力がありませんでした。現状については改革が進んでおり、安定的
にフリーキャッシュフローを創出するということを意識しながら、経営に取り組んでいきたいと考えています。



フリーキャッシュフローの創出に連動しますが、今後の投資についてです。

入ってきたお金をどのように使うのかということは非常に重要な点だと考えています。毎年、設備投資計画を
立てており、また、ITのインフラ投資を積極的に進めていきたいと考え、既に着手しています。会社の中身を
時流に合った形に整えていきたいと考えています。

さらに、当社グループの成⾧戦略においてM&Aも重要な位置づけにあります。円ベースで2023年までの3
年間で70億円の予算は良い案件があれば機動的に使用していきたいと考えています。



会社の安定性として、自己資本比率を45～50％を目指しています。改革の結果として、この水準を目指
せる体制となってきました。
むやみに自己資本比率を高めるのではなく、適正に45～50％を維持し、財務の健全性を保ちながら、必
要な分野には投資を行っていくことが当社グループの成⾧スタンスだということをご理解いただきたいと思いま
す。



株主様への還元は重要事項の一つと捉えています。
過去は配当性向ありきの株主還元でした。各経営指標や会社の健全性など踏まえ、株主還元に関する
指標を用いておりますが、利益が出た時はしっかりと株主様へ還元していく考えです。過年度の実績をご覧
いただければ、この考えはご理解いただけるものと思っております。
しっかりと稼いで、還元していくというスタンスは変わりませんので、まずは今期の115円を目指し努力してい
きたいと思います。



中計に沿って、一つずつ着実に進めていきます。

成⾧段階において、中計を骨子としながら、収益性の構造改革、シナジー創出、グループ経営の推進、
ESG・オープンイノベーションへの取り組みを掲げておりますが、それぞれが出来てくると、次のステージへ移行
することが重要と考えています。着実に当社グループは進化をしているという手応えがあります。事業ポート
フォリオについてはこれから先は、シナジーを生み出すことをベースに置いた上で、今ある当社グループの形が
どのように進化したらよいのかということは、適宜社内で話し合っています。
グローバル展開もこれまではトップラインを伸ばすことを重点におき、投資を進めてきましたが、これからは
ASEANにおいてシェアを上げていく施策を進めていきたいと考えております。



中計に沿って取り組みを進めており、これまでの結果が業績に結び付く段階になってきています。
当社グループにとって、追い風の状況の時はプラスの影響となることがもちろんですが、万が一、マイナスの状
況になったとしても利益を創出できる体制になってきています。
2023年に向けて引き続き取り組みを進めてまいりますが、2023年以降も当社グループは続いてまいります
ので、ご期待、ご支援いただきますようお願いいたします。


